








































































































































































































































































































































































































































































































































































































9 Society5.0と は、 サ イ バ ー 空 間(仮 想 空 間)と フ ィ ジ カ ル 空 間(現
実空間)を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題
の解決を両立する、人間中心の社会(Society)のこと。狩猟社会(Society 
1.0)、農耕社会(Society 2.0)、工業社会(Society 3.0)、情報社会(Society 
4.0)に続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画にお
いて我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱された。
能力を育成するためにも、「主体的・対話的で深い学び」
や、多様で多彩な教材や教育環境を充実させていくこ
とが求められているのである。
今後の研究においては、18歳成人時代を踏まえ、特
に中学校・高校の現場でどのような教育実践が取り組
まれているのか、現場における課題や授業上の留意点
等を掘り下げるとともに、改善策の提示やこれからの
あり方について、海外事例の研究を含めながら取り組
んでいきたい。
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